






































































 科 目 名  年次 単位数 形式 
１ 「情報倫理」 必修 １年 ２単位 講義 
２ 「コンピュータプレゼンテーション」 必修 １年 １単位 実習 
３ 「経営情報論」 選択 ２年 ２単位 講義 
４ 「Ｅ―ビジネス論」 選択 ２年 ２単位 講義 
５ 「基礎プログラミング」 選択 ２年 ２単位 実習 
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表２－２ 情報処理士の資格を取得するための科目表（2002年度まで） 














注１）（ ）内は単位数。 注２）下線が引いてある科目は学科必修科目。 
 
表２－３ 情報処理士の資格を取得するための科目表（2003年度より） 
 科 目 名 単位数 
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表３－１ 情報処理活用能力検定の試験科目・試験時間・配点 
級 試 験 科 目 試験時間 配点 















































 ３級 準２級 ２級 １級 
専門学校生 情報系以外の学科 情報系学科 
短大生 情報系以外の学科 全学科 















情報と情報の利用 ： ①データと情報  ②情報の表現方法 
③情報の活用、情報処理の手順     ④情報の収集と発信 
パソコンの基礎：①パソコンの仕組みと働き   ②ＯＳの種類と働き、特徴 
③ヒューマンインタフェース          ④ファイルシステム 
⑤パソコンの情報関連機器とのインタフェース  ⑥パソコンの利用環境 
情報関連機器の基礎 ： ①周辺機器の種類とその特徴 
②周辺機器およびヒューマンインタフェース機器の取扱い 
③その他の情報関連機器の種類と特徴 
ネットワークの基礎 ： ①ネットワークの基礎知識 
②インターネット   ③モバイルコンピューティング 
アプリケーションソフトウェアの基礎 ： ①アプリケーションソフトウェアの基礎知識 
②ワープロソフトウェアの機能     ③表計算ソフトウェアの機能 
④データベースソフトウェアの機器   ⑤プレゼンテーションソフトウェアの機能 
⑥その他のソフトウェアの機能 
情報社会の基礎知識 ： ①情報社会に関する基礎的な用語・知識 













コミュニケーションの基本 ： ①コミュニケーションの重要性 
②コミュニケーションの理論的構造   ③オフィスでのコミュニケーション 
情報の収集・分析 ： ①情報の所在と形態  ②情報の収集方法  ③情報の分析・整理の技法
文書技法 ： ①文書の理解解釈   ②文書の表記表現   ③文書の実務技能 
プレゼンテーション ： ①プレゼンテーションプログラムの立案 
②プレゼンテーションの実施   ③発表技術とプレゼンテーション機器 
電子コミュニケーション ： ①電子コミュニケーションの機能と特性 
②電子メールの利用    ③ホームページの利用    ④グループウェアの利用 
（出典：「情報処理活用能力検定 受験案内書・願書」より引用） 
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表３－６ 初級システムアドミニストレータ試験の試験時間と形式 
 試験時間 形式 
午前試験 9：30～12：00  多肢選択方式（四肢択一式）で80問出題 










①コンピュータシステム ： ハードウェア、基本ソフトウェア、 
システムの構成と方式、システム応用 
②システムの開発と運用 ： システムの開発、システムの運用と保守 
③セキュリティと標準化 ： セキュリティ、標準化 
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表４－２ 各情報科目で想定教科書 





３ 情報システム論 「2003年版初級シスアド標準教科書」 
４ 経営科学 「入門経営科学」 
５ 経営情報論 「経営情報システム概論」 
６ コンピュータリテラシーⅠ「30時間でマスター Word ＆ Excel 2002」 
７ コンピュータリテラシーⅡ「日商ビジネスコンピューティング検定試験３級」 
８ ソフトウェアデザインⅠ 「30時間でマスター インターネットＨＴＭＬ編」 
９ ソフトウェアデザインⅡ 「30時間でマスター Access 2000」 
10 文書処理演習Ⅰ 担当教員が作成した著書 
11 文書処理演習Ⅱ 担当教員が作成した著書 
12 情報ネットワーク論 担当教員が作成した著書 
13 情報社会論 「高度情報化社会の諸相」 
14 情報管理論 「現代の情報管理」 
15 情報倫理 「情報化社会と情報倫理」 
16 コンピュータプレゼンテーション「30時間でマスター プレゼンテーション＋パワーポイント」 
17 Ｅ－ビジネス論 「ｅ－ビジネスとＩＴソリューション」 
18 基礎プログラミング 「新訂版 Visual Basic 標準テキスト」 







 科目名 キーワード 
１ 情報処理概論 情報の表現と取り扱い・パソコンシステム 
２ 情報基礎論 ソフトウェア・ネットワーク・情報社会 
３ 情報システム論 情報システム、ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク 
４ 経営科学 経営科学概論、日程計画(PERT)、在庫管理 




７ コンピュータリテラシーⅡ Execl による表計算ソフトウェア演習 
８ ソフトウェアデザインⅠ HTML によるホームページ作成 
９ ソフトウェアデザインⅡ Accesss によるデータベース演習 
10 文書処理演習Ⅰ ワープロ演習 
11 文書処理演習Ⅱ ワープロ演習 
12 情報ネットワーク論 情報ネットワークの仕組み、インターネット 
13 情報社会論 情報社会の特質、情報社会に至る時代区分など 
14 情報管理論 情報システム開発の概要・システム分析など 
15 情報倫理 情報倫理、知的所有権、セキュリティなど 
16 コンピュータプレゼンテーション Power-Point によるプレゼンテーション演習 
17 Ｅ－ビジネス論 Ｅ－ビジネスとは何か、Ｅ－ビジネス企業についてなど 
18 基礎プログラミング Visual Basic によるプログラミング入門 
19 応用プログラミング Visual Basic による応用プログラミング 
















１ 情報処理概論 ◎ ◎ ◎  
２ 情報基礎論 ◎ ◎ ◎  
３ 情報システム論 〇 ◎ ◎  
４ 経営科学   ◎  
５ 経営情報論 △ 〇 〇  
６ コンピュータリテラシーⅠ ◎ ◎ ◎ 
７ コンピュータリテラシーⅡ ◎ ◎ ◎ 
「日商ビジネスコンピューティン
グ検定３級」に対応 
８ ソフトウェアデザインⅠ ◎ ◎ ◎  
９ ソフトウェアデザインⅡ △ ◎ ◎  
10 文書処理演習Ⅰ ◎ △ △ 
11 文書処理演習Ⅱ ◎ △ △ 
日商及び全経の「ワープロ検定」
に対応 
12 情報ネットワーク論 ◎ ◎ ◎  
13 情報社会論 〇 〇 〇  
14 情報管理論 △ 〇 ◎  
15 情報倫理 〇 〇 〇  
16 コンピュータプレゼンテーション ◎ ◎ ◎  
17 Ｅ－ビジネス論 △ △ 〇  
18 基礎プログラミング     



































































































・ ＶＢをマスターすると、Excel や Access などのマクロを作成できる。 
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表４－５ 2004年度経営情報科における情報科目の開講年次表 
１年次 ２年次 
前期 後期 前期 後期 
情報処理概論 情報基礎論 情報システム論 E―ビジネス論 
情報倫理 経営科学 経営情報論 情報社会論 
情報ネットワーク論 データベース論 情報管理論  
文書処理演習Ⅰ 文書処理演習Ⅱ   






































































































10）荒木勉他著「情報処理関連知識テキストシリーズⅢ 経営科学」実教出版 1988年 
11）金山茂雄編著「経営情報システム概論」創成社 2002年 
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16）遠山暁他著「経営情報論」有斐閣 2003年 










26）有阪正芳他著「30時間でマスター インターネットＨＴＭＬ編」実教出版 2000年 
27）榎本竜二他著「30時間でマスター Access 2000」実教出版 2002年 








35）石川博著「ｅ－ビジネス技術 入門教科書」ＣＱ出版社 2002年 
36）アーサーアンダーセン著「図解 ｅ－ビジネス」東洋経済新報社 2000年 
37）折笠和文著「高度情報化社会の諸相」同文館出版 1996年 
38）木暮仁著「教科書 情報と社会」日科技連 2002年 








46）西和彦著「西和彦 ＩＴの未来を読む 365冊＋α」日経ＢＰ社 2001年 
47）石田晴久編著「コンピュータの名著・古典100冊」インプレス 2003年 
48）ＮＴＴ出版編「情報社会を読む143冊の本」ＮＴＴ出版 2002年 








Research on the information subject curriculum in the department  




The department of the Urawa Junior College management changed into the 
department of the Urawa university junior college management information in April, 
2003. The main changed parts are points that six subjects of information subjects 
were added. Then, I summarized the changed part by the new information subject 
curriculum in this paper. 
It is as being shown below. 
1. By the new curriculum, the student of the department of management 
information can acquire the Certified Business Information Administrator in 
Advanced Studies（Joukyu Jyohousyori-shi）now. 
2. It was prepared by the new curriculum so that the student of the department 
of management information could take a beginners' class system administrator 
examination. 
3. It becomes easy for the student of the department of management information 
to take the 3rd class of an information processing practical use capability 
certification examination（Jyouhousyori-katsuyounouryoku-kentei），and semi- 2 
class from before by the new curriculum. 
4. Since the information subject turned into 19 subjects, I arranged educational 
contents about all subjects. I summarized that in this paper. 
5. The curriculum in the 2004 fiscal year was changed so that it might be easy to 
take still more nearly various qualification. 
